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１.想定地震に係る歴史地震の整理について 

 本編 2.2～2.3節で抽出した、各想定地震と対比される歴史地震（【】で表示）を含む

埼玉県に被害をもたらした以下の地震について、概要及び埼玉県内の震度分布につい

て個別に整理した。 

 

・ 地震１： 818 年 関東諸国 【古代の地震・参考として 】 

・ 地震２： 878 年 関東諸国 【古代の地震 ・活断層による】 

・ 地震１７： 1649 年 武蔵・下野 【立川断層帯地震】 

・ 地震２０： 1703 年 元禄地震 【元禄型関東地震】 

・ 地震２７： 1855 年 安政江戸地震 【東京湾北部地震】 

・ 地震２８： 1856 年 埼玉県中南部 【立川断層帯地震】 

・ 地震２９： 1859 年 岩槻 【関東平野北西縁断層帯地震】 

・ 地震３６： 1895 年 茨城県南部（霞ヶ浦） 【茨城県南部地震】 

・ 地震３９： 1921 年 茨城県龍ヶ崎付近 【茨城県南部地震】 

・ 地震４０： 1923 年 関東大地震 （俗称 1関東大震災、俗称 2関東地震） 

   【元禄型関東地震】 

・ 地震４３： 1931 年 西埼玉地震 【関東平野北西縁断層帯地震】 

 

ただし、これらの歴史地震と今回地震動を推計した想定地震とは必ずしも一対一で

対応するものではなく、そのため両者の震度分布についても必ずしも一致するとは限

らないことに留意する必要がある。 
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地震１：818年 関東諸国 

地震発生年月日:西暦年月日 818/--/--、和暦元号 弘仁 9 年 7 月--日 

・ 震央:緯度（北緯） 36.0～37.0°、経度（東経） 139.0～140.0°、領海内 

・ 対応地域名:相模、武蔵、下総、常陸、上野、下野等 都道府県名 群馬､栃木､茨城､

埼玉､東京､千葉､神奈川 

・ マグニチュード 7.5 以上 

・ 震度情報: 震度 5 以上 群馬県､栃木県､茨城県､埼玉県､東京都､神奈川県の各府県､

千葉県北部 

・ 被害情報: 被害面積・規模 B（直径 100～300km） 

・ 死者数 多 

・ 津波情報:襲来地名／最大波高データなし 

山崩れ谷埋まること数里（1 里≒545m）。百姓の圧死者多数。 

・ 断層情報:なし 

参考資料：最新版日本被害地震総覧[[416]-2001 宇佐美 龍夫（2003） 東京大学出版会 

 

 

818年 関東諸国の地震の震央位置図 

出典：わが国の歴史地震の震度分布・等震度線図 p17 社）日本電気協会 宇佐美 龍夫（1994）  
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818年 関東諸国の地震 に関する文書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：新訂増補国史大系＜普及版＞類聚国史 第三 pp159-160黒板勝美編（1979） 吉川弘文館 
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地震２：878年 関東諸国 

地震発生年月日:西暦年月日 878/11/1、和暦元号 元慶 2 年 9 月 29 日、（夜） 

・ 震央:緯度（北緯） 35.5°、経度（東経） 139.3°、誤差レベル B（≦25km）、領海

内 

・ 対応地域名: 関東諸国 都道府県名 神奈川､東京 

・ マグニチュード 7.4 

・ 震度情報:震度６ 神奈川県､東京都各中部 

・ 被害情報:被害面積・規模 B（直径 100～300km） 

・ 死者数 多 

・ 津波情報:襲来地名／最大波高データなし 

相模・武蔵が特にひどく、5～6 日震動がとまらなかった。公私の屋舎 1 つも全き

ものなく、地陥り往還不通となる。圧死者多数、相模国分寺の金色薬師丈六像 1

体・挟侍菩薩像 2 体摧破す。国分尼寺の堂舎頽潰す。京都で有感、大山の大山寺堂

塔崩壊ともいう。  

・ 断層情報: 伊勢原断層の活動によるか？ 

参考資料：最新版日本被害地震総覧 [416]-2001 宇佐美 龍夫（2003） 東京大学出版会 

 

 

 

878年 関東諸国の地震の震央位置図 

出典：わが国の歴史地震の震度分布・等震度線図 p17 社）日本電気協会 宇佐美 龍夫（1994）  
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878年 関東諸国の地震 に関する文書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：增訂大日本地震史科 第一巻 p91・92 文部省震災豫防評議會 
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地震１７：1649年 武蔵・下野 

地震発生年月日:西暦年月日 1649/07/30、和暦元号 慶安 2 年 6 月 21 日 

・ 震央:緯度（北緯） 35.8°、経度（東経） 139.5°、誤差レベル B（≦25km）、領海

内 

・ 対応地域名:武蔵､下野、都道府県名 東京､埼玉 

・ マグニチュード 7.0±1/4 

・ 震度情報:震度５～６ 東京都東部､埼玉県南部 

・ 被害情報:被害面積・規模 B（直径 100～300km） 

・ 死者数 50～100 

・ 津波情報:襲来地名／最大波高データなし 

川越で大地震、町屋 700 軒ばかり大破、500 石の村、700 石の村で田畑 3 尺（約 1m）

ゆり下る。江戸城二ノ丸石垣・塀破損、その他城の石垣崩れ、藩邸・侍屋敷・長屋

の破損・倒潰あり。上野東照宮の大仏の頭落ち、日光東照宮の石垣・石の井垣破損

し、八王子・伊那で有感、余震日々40～50 回。『玉滴隠見』によれば、このとき、

瓦葺が多く倒れたので、コケラ葺になったという。死 50 人余。余震月を踰（ｺ）ゆ。

ｒV ≒60km とすると、Ｍ V≒7.2。 

・ 断層情報: 立川断層帯の活動の可能性が推定される。 

参考資料：新編日本被害地震総覧 増補改訂版 CD-ROM 宇佐美 龍夫（1997） 東京大学出版会 

新編 日本の活断層分布図と資料 活断層研究会編（1991） 

立川断層帯の長期評価について 地震調査研究推進本部（2003） 

立川断層の最新活動について 東郷他活断層研究 15 1～8 （1996） 

 

1649年 武蔵・下野の地震の震央位置図 

出典：わが国の歴史地震の震度分布・等震度線図 p169 社）日本電気協会 宇佐美 龍夫（1994） 
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地震２０：1703年 元禄地震 

地震発生年月日 西暦年月日 1703/12/31、和暦元号 元禄 16 年 11 月 23 日、午前 2 時

頃 

・ 震央緯度（北緯） 34.7°経度（東経） 139.8°、誤差レベル B（≦25km）、領海内外

区分 0（領海内） 

・ 対応地域名 江戸､関東諸国、都道府県名 東京､静岡､神奈川､千葉､埼玉 

・ マグニチュード 7.9～8.2、震源の深さ（km）不明、地震タイプ P（プレート型） 

・ 震度情報:震度５ （長野県南部）、震度５～６ 埼玉県南部､（山梨県中部､栃木県

北部） 

震度６～７東京都中部（町田市）、震度７千葉県南部､神奈川県南部､静岡県東部（熱

海） 

・ 被害情報:被害面積規模 A（直径 100km 以上）、全壊 22750、半壊 997、焼失 625、

流失 5963、死者 10367 

・ 被害等級Ⅳ（激震区域の平均半径が 50 ㎞にも達するもの。著しい断層系があらわ

れる。広区域の地盤の上下変動も気づかれる。例、大正 12 関東大震災、明治 24

濃尾大地震） 

・ 津波情報:波源域房総沖、津波階級 3（波高 10～20m の津波で、400km 以下の海岸

線に顕著な被害） 

参考資料：新編日本被害地震総覧 増補改訂版 CD-ROM 宇佐美 龍夫（1997） 東京大学出版会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

震度分布図             埼玉県拡大図 

              出典：わが国の歴史地震の震度分布・等震度線図 p255 

              社）日本電気協会 宇佐美 龍夫（1994） 
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地震２７：1855年 安政江戸地震 

地震発生年月日、西暦 1855/11/11 午後 10 時頃、和暦元号 安政 2 年 10 月 2 日、旧暦

時刻夜四ツころ 

・ 震央 緯度（北緯） 35.65°、経度（東経） 139.8°、誤差レベル A（≦10km）、領

海内 

・ 対応地域名 江戸及び付近、都道府県名 東京､千葉､埼玉､茨城､神奈川 

・ マグニチュード 6.9±0.1 

・ 震度情報 

  震度５群馬県南部､（長野県）、震度５～６ 栃木県南部 

  震度６千葉県中西・北西部､神奈川県東部､埼玉県南部､茨城県南部 

  震度６～７東京都東部 

・ 被害情報:被害面積 規模 A（直径 100km 以上） 

  死者数 7468、全壊 20237、半壊 5332、分類不能 31 棟（潰･半）、28（半・損）、

17（潰･半･損） 

  被害に関する備考 火災のため潰の上焼失多し・津波情報:※襲来地名／最大波高デ

ータなし 

・ 備考:液状化:幸手（ｻｯﾃ）付近。倒れない家もすべて潰同様になった。 

参考資料：新編日本被害地震総覧 増補改訂版 CD-ROM 宇佐美 龍夫（1997） 東京大学出版会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

震度分布図  
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埼玉県拡大図 

出典：わが国の歴史地震の震度分布・等震度線図 p580 社）日本電気協会 宇佐美 龍夫（1994） 

 

 

 

1855年 安政江戸地震 都司先生震度分布図 

出典：都司委員（埼玉県地震被害想定調査検討委員会）提供データを基に作成  



12 

 

地震２８：1856年 埼玉県中南部 

地震発生年月日:西暦年月日 1856/11/4、和暦元号 安政 3 年 10 月 7 日、旧暦時刻表示 朝

五ツころ 

・ 震央:緯度（北緯） 35.7°、経度（東経） 139.5°、誤差レベル B（≦25km）、領海

内 

・ 対応地域名:江戸､立川､所沢、都道府県名:埼玉､東京、マグニチュード 6.0～6.5 

・ 震度情報:震度５埼玉県中南部、震度５～６東京都中北部 

・ 被害情報:被害面積・規模 C（直径 30～10km）、全壊 19 

  江戸で壁の剥落、天水桶の水こぼる。積瓦落ちて 23 人傷。立川で天水の水こぼれ、

粂川（ｸﾒｶﾞﾜ）（東京都）で家屋倒壊 15 という。 

・ 津波情報:襲来地名／最大波高データなし 

・ 断層情報:立川断層帯の活動の可能性が推定される。 

参考資料：新編日本被害地震総覧 増補改訂版 CD-ROM 宇佐美 龍夫（1997） 東京大学出版会 

新編 日本の活断層分布図と資料 活断層研究会編（1991） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1856年 震度分布図 
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1856年 埼玉県中南部 に関する文書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：新収日本地震史料 第五巻（自弘化元年 至明治五年）pp258-259 

東京大学地震研究所編（1985）日本電気協会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：新収日本地震史科 補遺 p1015-1016（自推古天皇三十六年 至明治三十年） 

東京大学地震研究所編（1975）日本電気協会  
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地震２９：1859年 岩槻 

地震発生年月日:西暦年月日 1859/1/11、和暦元号 安政 5 年 12 月 8 日、旧暦時刻表示 昼

午ころ 

・ 震央:緯度（北緯） 35.9°、経度（東経） 139.7°、誤差レベル B（≦25km）、領海

内 

・ 対応地域名:、都道府県名:、マグニチュード 6.0 

・ 震度情報: 

・ 被害情報: 

  居城本丸櫓・多門その他ところどころ破損。江戸・神奈川・佐野・鹿沼・水戸・太

田・鳩山村で有感。 

・ 津波情報:襲来地名／最大波高データなし 

・ 断層情報:。 

参考資料：最新版日本被害地震総覧 [416]-2001 宇佐美 龍夫（2003） 東京大学出版会 

わが国の歴史地震の震度分布・等震度線図 p613 社）日本電気協会 宇佐美 龍夫（1994） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1859年 岩槻の地震 震度分布図  
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1859年 岩槻の地震 に関する文書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：新収日本地震史料 第五巻（自弘化元年 至明治五年）p398 

東京大学地震研究所編（1985）日本電気協会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：新収日本地震史科 補遺 p1097（自推古天皇三十六年 至明治三十年） 

東京大学地震研究所編（1975）日本電気協会 
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地震３６：1895年 茨城県南部（霞ヶ浦） 

地震発生年月日:1895/01/18 22:48、和暦元号 明治 28 年 

・ 震央:緯度（北緯） 36.1°、経度（東経） 140.4°、誤差レベル B（≦25km）、領海

内 

・ 対応地域名 霞ヶ浦付近、都道府県名:茨城､東京 

・ マグニチュード 7.2 

・ 震度情報 

  震度５ 茨城県南部､東京都東部､埼玉県東部､千葉県北西部､（栃木県､神奈川県東部） 

・ 被害情報:被害面積・規模 B（直径 100～300km）、死者数 6、全壊 52、半壊 76、 

・ 津波情報:襲来地名／最大波高データなし 

参考資料：新編日本被害地震総覧 増補改訂版 CD-ROM 宇佐美 龍夫（1997） 東京大学出版会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宇佐美（2003）           宇佐美（1976）  
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石橋（1975） 
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地震３９：1921年 茨城県龍ヶ崎付近 

地震発生年月日:西暦年月日 1921/12/08 21:31、和暦元号 大正 10 年 

・ 震央:緯度（北緯） 36.0°、経度（東経） 140.2°、誤差レベル B（≦25km）、領海

内 

・ 対応地域名:茨城県龍ヶ崎付近、都道府県名:千葉､茨城､栃木 

・ マグニチュード 7.0 

・ 震度情報:なし 

・ 被害に関する備考:被害は小さく広範囲､震度は最大でⅣ～Ⅴくらいか。 

・ 津波情報:襲来地名／最大波高データなし 

参考資料：新編日本被害地震総覧 増補改訂版 CD-ROM 宇佐美 龍夫（1997） 東京大学出版会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宇佐美（2003） 
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石橋（1976） 
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地震４０：1923年 関東大地震 （俗称 1関東大震災、俗称 2関東地震） 

地震発生年月日:西暦年月日 1923/09/01 11:58、和暦元号 大正 12 年 

・ 震央 緯度（北緯） 35.2°経度（東経） 139.3°誤差レベル B～C （≦25～50km）、

領海内 

・ 対応地域名：関東南部、都道府県名：東京､神奈川､埼玉､千葉､茨城､群馬､栃木､山

梨､静岡 

・ マグニチュード 7.9、地震タイプ P（プレート型） 

・ 最大余震ﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ 7.3、最大余震発生日 1924/01/15 05:50（135d17h53m） 

・ 断層情報:断層名称 下浦断層等（副断層） 

・ 震度情報:震度５茨城県中･南部､群馬県南部､栃木県中･南部､長野県東部 

震度６ 埼玉県東部､東京都東部､（山梨県中部）､静岡県東端 

        震度６～７ 神奈川県､千葉県南部 

・ 被害情報:被害面積・規模 A（直径 100km 以上） 

・ 死者数 142807、全壊 128266、半壊 126233、焼失 447128、流失 868 

・ 津波情報:波源域相模湾、津波階級 2（波高 4～6m の津波で、家屋や人命の損失が

ある。） 

羽鳥階級 2（波高 4～6m で、多数の家屋が流出・浸水し、死者がでる。300km の範

囲で 1.5m 程度の波高がある。）、M 比較 N （標準的な津波マグニチュード） 

参考資料：新編日本被害地震総覧 増補改訂版 CD-ROM 宇佐美 龍夫（1997） 東京大学出版会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

震度分布図  
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埼玉県拡大図 

出典：関東地震（1923年 9月 1日）による木造住家被害データの整理と震度分布の推定 

日本地震工学会論文集諸井・武村（2002）  
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地震４３：1931 年 西埼玉地震 

地震発生年月日:西暦年月日 1931/09/21 11:20、和暦元号 昭和 6 年 

・ 震央:緯度（北緯） 36.15°、経度（東経） 139.23°領海内 

・ 対応地域名:埼玉県中部、都道府県名:埼玉､群馬 

・ マグニチュード 6.9、震源の深さ（km） 0 

・ 余震情報:最大余震ﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ 5.6、最大余震発生日 1931/09/28 13:54（7d02h34m） 

・ 震度情報 

  震度５ 埼玉県､東京都､神奈川県東部､千葉県西部､茨城県西部､栃木県南部､群馬県

南部､山梨県東部､（長野県中部） 

・ 被害情報:被害面積・規模 A（直径 100km 以上）、死者数 16、全壊 76、半壊 124 

・ 津波情報:襲来地名／最大波高データなし 

参考資料：新編日本被害地震総覧 増補改訂版 CD-ROM 宇佐美 龍夫（1997） 東京大学出版会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宇佐美（2003）           地震調査研究推進本部（2009）  
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宇佐美（2003） 
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